
憲法が輝く兵庫県政をつくる会  
第４３号 ２０２４年７月１日 

ＨＰ・✕（旧ツイッター） 

「兵庫・憲法県政の会」検索！ 【部内資料】 

「
憲
法
が
輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る
会
」
は
、
２
５
年
知
事
選
挙

ま
で
１
年
余
と
な
っ
た
６
月
２
１
日
、
加
入
団
体
・
地
域
の
会
代
表

者
会
議
を
開
催
し
３
１
組
織
が
参
加
し
ま
し
た
。 

  

会
へ
の
不
当
な
介
入

が
明
ら
か
に
。 

 

そ
の
後
、
県
民
に

負
託
を
受
け
て
い
る

議
員
に
よ
る
百
条
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、

１
４
日
、
第
１
回
の

百
条
委
員
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。 

 

今
後
、
各
会
派
の

思
惑
や
動
静
に
つ
い

て
も
注
視
し
な
が

ら
、
告
発
文
書
の
７
項
目
な
ど
に
つ
い

て
真
偽
を
明
ら
か
に
し
、
県
政
を
県
民

の
も
の
に
す
る
こ
と
と
も
に
、
知
事
選

勝
利
に
向
け
て
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

【
討
論
の
ま
と
め
報
告
】 

津
川
知
久 

代
表
幹
事 

 

百
条
委
員
会
の
設
置
な
ど
斎
藤
知
事

を
め
ぐ
っ
て
県
議
会
勢
力
の
様
々
な
動

き
が
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
か
つ
て

な
い
生
活
困
窮
に
応
え
よ
う
と
し
な
い

現
県
政
に
対
す
る
県
民
の
怒
り
が
あ
り

ま
す
。 

 

県
民
生
活
を
守
る
「
新
し
い
知
事
」

と
「
新
し
い
県
施
策
」
に
転
換
す
る
た

め
、
各
団
体
・
地
域
は
２
５
年
知
事
選

を
「
わ
が
こ
と
」
と
し
て
た
た
か
う
体

制
を
早
期
に
確
立
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

会
議
で
は
、
石
川
康
宏
代
表
幹
事

が
「
次
期
兵
庫
県
知
事
選
挙
に
向
け

て
、
今
何
を
」
と
題
し
て
報
告
と
問
題

提
起
を
行
い
、
「
政
策
・
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
、
組
織
の
強
化
、
共
闘
の
拡
大
、

学
習
な
ど
『
憲
法
県
政
の
会
』
の
総
力

を
あ
げ
て
取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

次
い
で
、
「
告
発
文
書
」
に
つ
い

て
、
日
本
共
産
党
庄
本
え
つ
こ
県
会
議

員
が
報
告
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
参
加
者
が
６
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
意
見
交
換
。
最
後
に
各
グ

ル
ー
プ
討
論
の
司
会
が
報
告
を
行
い
、

津
川
知
久
代
表
幹
事
が
討
論
の
ま
と
め

報
告
を
し
ま
し
た
。 

「次期兵庫県知事選挙に向けて、今何を」 
 代表幹事 石川康宏 

 今日は２月の総会で決定した方針を当面

どう実行するかについての意見交換です。  

 総会につづきグループ討論と討論結果の

交流に１時間以上を予定しています。誰も

がこの会の運営主体という立場でご参加く

ださい。 

 幹事会からの話題の提起ですが、１つは

２４年度県予算の採択と内部告発文書以後

の県政の混乱です。斎藤知事と知事与党である自民や県民連

合などの間に溝ができており、任期満了以前の選挙の可能性

も視野に入れておかねばなりません。２つは７月の候補者発

表、７・８・９月での地域の会の学習総会の実施、加入団体

での選挙への構えの再確認などです。特に地域の会の再建、

活性化は決定的です。７月９日発刊の『ウィーラブ兵庫』第

１０号を大いに学びましょう。３つはすべの幹事団体のより

積極的な参加の問題です。加入団体の総力を終結する構えが

必要です。政策・ビジョンの策定、組織の強化、共闘の拡

大、学習など力をあわせて取り組むべき課題はいくらでもあ

ります。 

他にも、みなさんから自由に検討テーマの提起をお願いし

たく思います。 

「ウィーラブ兵庫⑩ 」を力に運動を強めよう 
 『ウィーラブ兵庫⑩』は、知事選挙に向けて、現在の県政

に対する評価と、めざしたい県政の内容を整理したもので

す。積極的に注文して頂き学習活動を強めていきましょう。 

【価格】１部５００円（送料別） 

【内容】Ａ５版１１０ページ 

 県政の信頼回復を（代表幹事あいさつ） 

 座談会①「兵庫県庁は何をしている？期待したいこと」 

 私たちの願い（市民運動からの寄稿）  

 座談会②「『内部告発』大丈夫なの斎藤県政！？」 

 戦争でなく平和に向かう兵庫県へ 

 私たちの願い（団体からの対県要求） 

 データ・目で見る兵庫県政 

「
知
事
の
違
法
行
為
等
に
つ
い
て
」
の

文
書
問
題
に
つ
い
て 

日
本
共
産
党 

庄
本
え
つ
こ
県
会
議
員 

 

前
西
播
磨
県
民
局
長
は
内
部
調
査
に

よ
り
停
職
３
か
月
の
懲
戒
処
分
と
な
り

ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
文
書
に
は
事
実
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
、
調
査
に
関
わ
っ
た
県
の

顧
問
弁
護
士
が
、
知
事
の
政
治
資
金
に

関
連
す
る
疑
惑
を
も
た
れ
た
県
信
用
保

証
協
会
の
顧
問
弁
護
士
で
あ
る
こ
と
が

判
明
。 

 

全
会
派
の
要
求
で
第
三
者
機
関
の
設

置
が
決
定
し
ま
し
た
が
、
そ
の
準
備
に

あ
た
る
の
が
県
の
幹
部
Ｏ
Ｂ
の
代
表
監

査
で
あ
る
こ
と
や
、
片
山
副
知
事
の
議



万博への児童・生徒の動員は中止を 

学校現場で懸念の声広がる 
斎藤元彦兵庫県知事は４月１１日、万博に関して、県と県内企業３

社が公民連携し、県内の小中学校や高校、特別支援学校等に通う児

童・生徒ら最大５６万人を、校外学習など学校行事として会場訪問を

希望する学校にチケットを配付すると発表しました。これに対し、

「憲法県政の会」加入団体の中止を求める運動が広がっています。 

兵庫県高教組と兵庫教組は、兵庫県教委に対し、「事実上、学校行

事として児童・生徒に参加を強制するものにつながる。無料招待計画

を中止するよう、知事・万博推進局に意見をあげること」を求めた申

し入れを行いました。県教委は「『希望』が前提で強制することはな

い。県教委が事業説明や募集するものでもない」と回答。つまり、

「強制するものではない」ということです。教育課程の編成権は学校

にあり、各校の判断が重視されるべきです。 

また、新婦人県本部・２１支部は、市長・市教委・各学校に「学校

行事として万博参加は行わないでください」との申し入れ活動を行っ

ています。「教育的意義がないので考えていない」と意見を寄せる学

校や、理解を示してくれる学校もあり、学校現場で懸念の声が広がっ

ていることが伺えます。 

万博会場は、３月２８日にメタンガスによる爆発事故があった他、

バスで行くのならバスの確保、駐車場から会場までの距離、夏季を中

心とした時期の見学となるため熱中症対策等々、課題が山積してお

り、児童・生徒の動員中止を求めます。そもそも、莫大な税金の無駄

遣いである万博そのものの中止を兵庫県は国に申し入れるべきです。 

グ
ル
ー
プ
討
論 

司
会(

代
表
幹

事
・
事
務
局)

か
ら
の
報
告 

【
第
１
グ
ル
ー
プ
】 

斎
藤
県
知
事
の
動
向
に
つ
い
て
、
百

条
委
員
会
に
県
民
と
し
て
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
取
り
組
み
が
必
要
。
ま
た
彼

の
政
治
的
立
ち
位
置
の
分
析
を
示
し
て

ほ
し
い
。
早
く
「
会
」
と
し
て
候
補
者

擁
立
を
。 

県
政
へ
の
要
望
に
つ
い
て
は
「
子
ど

も
た
ち
を
万
博
に
強
制
動
員
さ
せ
な

い
」
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
で
県
は
本
気
で

調
査
を
」
「
市
バ
ス
便
の
削
減
か
ら
県

民
の
足
を
守
れ
」
「
学
級
担
任
を
な
く

し
学
年
担
任
し
か
つ
け
な
い
の
は
と
ん

で
も
な
い
」
「
播
磨
臨
海
道
路
の
計
画

ル
ー
ト
に
あ
る
高
校
か
ら
『
も
う
生
徒

募
集
で
き
な
い
』
と
い
う
悲
鳴
が
上

が
っ
て
い
る
」
な
ど
の
意
見
続
出
。 

 【
第
２
グ
ル
ー
プ
】 

 

①
批
判
ば
か
り

で
は
暗
く
な
る
、

明
る
い
希
望
の
見

え

る

取

り

組

み

に
、
②
県
政
は
遠

く
感
じ
る
、
政
治

へ
の
願
い
で
か
ま

わ
な
い
、 

 

③
『
ウ
ィ
ー
ラ

ブ
兵
庫
』
を
紙
芝

居
な
ど
に
わ
か
り

や
す
く
す
る
こ
と

も
、
④
補
聴
器
補

助
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
な
ど
の

実
現
も
あ
っ
た
、
声
を
あ
げ
る
こ
と
に

 「変えよう！兵庫県政」 第４３号 ２０２４年７月１日（２） 

自
信
を
、 

 

⑤
パ
ワ
ハ
ラ
だ
け
で
な
く
知
事
に
よ

る
県
政
の
私
物
化
を
許
さ
な
い
取
り
組

み
と
し
て
百
条
委
員
会
へ
の
請
願
、
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信

を
、
⑥
万
博
行
く
な
と
い
う
学
校
へ
の

働
き
か
け
も
等
。 

 【
第
３
グ
ル
ー
プ
】 

パ
ワ
ハ
ラ
は
確
か
に
問
題
で
は
あ
る

が
、
週
刊
誌
的
な
扱
い
を
さ
れ
て
い
る

百
条
委
員
会
は
、
議
会
の
内
輪
の
話

(

政
争
の
具)

で
あ
っ
て
、
県
民
一
人
一

人
の
問
題
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。 

市
町
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
県
政
は

遠
い
も
の
で
、
身
近
に
は
感
じ
ら
れ
な

い
。
農
業
問
題
・
高
齢
者
の
交
通
手

段
・
介
護
問
題
な
ど
、
地
域(

市
町)

の

要
求
を
汲
み
上
げ
る
た
め
に
は
、

『
ウ
ィ
ー
ラ
ブ
兵
庫
⑩
』
を
広
め
学
習

し
、
一
人
一
人
が
運
動
体
と
な
る
必
要

が
あ
る
。 

 【
第
４
グ
ル
ー
プ
】 

知

事

選

ま

で

一

年
、
齋
藤
知
事
へ
の

告
発
問
題
に
、
県
民

の
、
県
政
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。 

高
校
統
廃
合
、
万

博

の

学

校

行

事

参

加
、
都
市
部
の
開
発

と
置
き
去
り
の
過
疎

地
域
、
止
ま
ら
な
い

人
口
減
少
、
社
会
保
険
料
負
担
増
な

ど
、
思
い
つ
き
・
県
民
切
り
捨
て
の

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
斎
藤
知
事
の
資
質
を

糺
し
、
公
共
を
と
り
も
ど
し
て
「
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
」
、
く
ら
し
・
住
民
本
位
の

県
政
に
変
え
て
い
く
、
そ
の
た
め
に
私

た
ち
の
運
動
を
広
げ
可
視
化
し
て
い
こ

う
、
と
話
し
合
っ
た
。
地
域
・
団
体
・

職
場
で
『
ウ
ィ
ー
ラ
ブ
兵
庫
⑩
』
を
広

げ
て
い
こ
う
。 

 【
第
５
グ
ル
ー
プ
】 

国
政
も
含
め
政
治
は
変
え
う
る
と
い

う
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
事
態
で
は
な

い
か
。
そ
の
中
で
地
域
か
ら
県
政
へ
の

要
求
を
ど
う
ま
と
め
る
か
が
重
要
。
地

域
の
会
が
な
い
と
た
た
か
え
な
い
。
全

県
に
地
域
組
織
が
あ
る
団
体
の
「
県
政

を
変
え
よ
う
」
と
い
う
意
思
統
一
が
必

要
。
幹
事
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
組

織
を
い
か
に
活
性
化
さ
せ
る
か
。 

そ
の
た
め
に
も
、
地
域
の
問
題
に
引

き
寄
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
学
習
の
輪
を
広
げ
る
取
り
組

み
を
。
県
政
を
語
る
と
い
う
の
は
な
か

な
か
難
し
い
。
読
み
上
げ
れ
ば
普
及
で

き
る
よ
う
な
も
の
で
学
習
モ
デ
ル
を
作

る
の
が
良
い
。 

 

 【
第
６
グ
ル
ー
プ
】 

県
政
は
市
町
や
国
政
よ
り
身
近
で
な

い
と
の
意
見
が

出
た
が
、
実
際

に
は
万
博
の
子

ど

も
「
動

員
」

に
関
す
る
各
学

校

へ

の

ア

ン

ケ
ー
ト
を
行
う

な
ど
県
政
は
生

活

に

深

く

関

わ
っ
て
い
る
と

認
識
さ
れ
た
。 

次
の
県
知
事

選
挙
は
県
政
を

県
民
の
手
に
取
り
戻
す
チ
ャ
ン
ス
と
の

意
見
も
。
選
挙
体
制
で
は
、
地
域
の
会

が
休
眠
状
態
で
あ
る
問
題
が
指
摘
さ

れ
、
要
求
を
出
し
て
く
れ
た
人
に
選
挙

を
た
た
か
う
主
体
と
な
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
だ
と
の
意
見
の
他
、
早
期
の

候
補
者
擁
立
に
よ
る
選
挙

ム
ー
ド
の
醸
成
が
必
要
と

の
意
見
が
出
た
。 

県庁「告発文書」をめぐる主な経過 
3/12 西播磨県民局長が「齋藤知事の違法行為等について」を各機

関に送付。①日常的パワハラ、②21年知事選挙での事前活動、③

25年知事選挙に向けた投票依頼、④企業や市町の視察の際に贈答

品を求める、⑤商工会議所や商工会に補助金カットをチラつかせ

てパーティー券を大量購入させる、⑥プロ野球優勝パレードの費

用不足を信用金庫への補助金を増額してキックバックで埋めた 

3/27 知事「内容は事実無根で名誉棄損や地公法違反の疑い」 

4/16 県議会で産業労働部長「加西市の会社から届いた商品を返す

ことになっていたが、倉庫で保管していた」 

4/18 知事、産業労働部長の贈答品受け取り問題について、「私自

身が指示したり、受け取ったりした事実はない」 

5/7 元県民局長を停職３ヵ月の懲戒処分に。神戸新聞「県、処分

先行 早期幕引き図る」「内部調査 公平性に疑問」 

5/14 知事「第３者委員会を検討。県議会の意見も聞き」 

5/20 県議会全会一致で、知事批判文書で第３者機関設置 

5/21 神戸新聞「文書で指摘された団体の顧問弁護士 県の内部調

査に協力」  

5/23 知事、内部調査に疑惑団体の関係者問題で「報道で初めて

知った」 

5/29 知事「第３者機関準備は監査委員(代表監査委員は歴代幹部

ＯＢ)」 

6/8 知事「うそ八百、表現が行き過ぎていた。反省している」 

6/10 本会議で「片山副知事が百条委員会を決めた自民会派に、自

身の辞職と引き換えに提案撤回を持ちかけた」ことが判明 

6/12 知事「副知事の思い一定理解」。事前の指示は否定 

6/13 県議会で５１年ぶりに百条委員会設置を可決、７項目のパワ

ハラ疑惑など調査へ 


